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戦
後
最
長
の
景
気
回
復
下
で
展
開
し
た
〇

七
春
闘
だ
が
、
賃
金
の
引
き
上
げ
は
前
年
比

微
増
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
結
果
を
踏

ま
え
、
連
合
や
主
要
産
別
で
は
、
今
季
交
渉

の
総
括
を
行
い
、
来
春
闘
に
向
け
た
課
題
を

抽
出
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た
。

前
年
比
微
増
の
賃
上
げ
で
収
束

今
年
の
労
使
交
渉
の
結
果
を
踏
ま
え
た
賃

上
げ
集
計
を
み
る
と
、
六
月
六
日
に
日
本
経

団
連
が
発
表
し
た
大
手
企
業
一
一
四
社
（
最

終
集
計
）
の
平
均
賃
上
げ
額
は
加
重
平
均
で

六
二
〇
二
円
、
ア
ッ
プ
率
は
一
・
九
〇
％
、

昨
年
の
最
終
集
計
結
果
（
一
二
八
社
）
と
比

べ
る
と
、
金
額
で
三
八
九
円
、
率
で
〇
・
一

四
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
。
一
方
、
連
合
の
集

計
も
似
た
結
果
で
、
平
均
方
式
（
三
九
六
七

組
合
）
の
賃
上
げ
率
は
一
・
九
〇
％
（
五
五

二
六
円
）
と
な
っ
て
い
る
。
前
年
の
同
一
組

合
と
比
べ
て
、
〇
・
〇
九
ポ
イ
ン
ト
、
二
六

七
円
の
微
増
に
終
わ
っ
た
。

　

〇
七
春
闘
は
、
電
力
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
い
っ
た

公
益
関
係
の
組
合
が
、
六
〜
七
年
ぶ
り
に
定

昇
相
当
以
外
の
賃
金
改
善
を
求
め
る
な
ど
、

実
質
的
な
賃
上
げ
要
求
を
設
定
す
る
組
合
が

〇
六
年
よ
り
大
幅
に
増
え
た
も
の
の
、
結
果

に
は
反
映
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

所
期
の
目
的
達
成
で
き
ず
／
連
合

連
合
は
五
月
末
の
中
央
委
員
会
で
〇
七
春

季
生
活
闘
争
の
中
間
ま
と
め
を
確
認
し
て
い

る
。
賃
上
げ
が
前
年
比
微
増
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
髙
木
剛
会
長
は
「
労
働
分

配
率
の
反
転
、
付
加
価
値
の
配
分
是
正
と
い

っ
た
面
で
は
、
所
期
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
な

か
っ
た
」
と
総
括
し
た
。

　

中
間
ま
と
め
は
、
こ
こ
数
年
の
闘
争
を
振

り
返
り
、「
〇
六
〜
〇
七
年
で
賃
金
改
善
に
取

り
組
み
一
定
の
成
果
を
引
き
出
し
た
。
労
働

時
間
の
取
り
組
み
は
、
不
払
い
残
業
の
撲
滅

か
ら
長
時
間
労
働
の
是
正
、
働
き
方
の
見
直

し
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
正
社
員

だ
け
の
待
遇
改
善
か
ら
パ
ー
ト
労
働
者
等
の

待
遇
改
善
に
視
点
を
当
て
た
取
り
組
み
に
変

わ
り
つ
つ
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、「
こ
う
し

た
流
れ
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
」
と
主
張
す
る
。

賃
金
交
渉
に
つ
い
て
は
、「
反
転
攻
勢
の
年

と
位
置
づ
け
、
昨
年
に
続
き
賃
金
改
善
を
獲

得
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
改
善
に

向
け
た
流
れ
を
作
っ
た
」
と
評
価
す
る
一
方
、

賃
金
改
善
の
内
容
が
分
か
り
に
く
く
、「
中
小

企
業
へ
の
波
及
力
が
弱
い
」
と
の
課
題
を
残

し
た
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
闘
争
の
中
心
に

据
え
た
格
差
是
正
に
つ
い
て
は
、「
労
働
分
配

率
の
改
善
が
な
さ
れ
た
か
、
中
小
労
組
や
パ

ー
ト
労
働
者
等
の
格
差
が
是
正
さ
れ
た
か
と

い
う
点
か
ら
は
不
十
分
な
結
果
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
パ
ー
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
高
く
評
価
す
る
。
二
年
目
の
パ
ー
ト
共
闘

を
中
心
に
、「
誰
で
も
時
給
一
〇
〇
〇
円
」
を

掲
げ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
こ
と
は
、

「
分
か
り
や
す
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
、
世

論
喚
起
に
つ
な
が
っ
た
」
と
分
析
。
ま
た
、

五
月
末
現
在
、
パ
ー
ト
の
処
遇
改
善
に
取
り

組
ん
だ
組
合
が
昨
年
の
二
・
五
倍
に
あ
た
る

二
〇
七
八
組
合
に
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
飛
躍
的
な
前
進
を
み
せ
た
」
と
高
い
評
価

を
下
し
て
い
る
。
来
季
に
向
け
た
検
討
課
題

と
し
て
は
、引
き
続
き「
格
差
拡
大
の
阻
止
」

を
軸
に
、
賃
金
改
善
と
労
働
時
間
の
短
縮
も

含
め
た
「
働
き
方
の
改
善
」
に
向
け
て
闘
い

を
組
織
す
る
と
提
起
。「
マ
ク
ロ
経
済
か
ら

み
た
分
配
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
示
し
、
低
所

得
層
の
底
上
げ
に
向
け
て
、「
社
会
的
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
し
て
い
く
」。

ま
た
、
相
場
形
成
・
波
及
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

強
化
す
る
た
め
、
中
小
企
業
の
実
態
を
踏
ま

え
た
ポ
イ
ン
ト
賃
金
や
、
パ
ー
ト
の
時
給
水

準
の
比
較
な
ど
の
検
討
を
進
め
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
ほ
ど
策
定
し
た
中
期
時
短
方
針
を
踏
ま

え
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
観
点

か
ら
、
働
き
方
の
改
善
を
目
指
し
た
取
り
組

み
の
検
討
を
深
め
る
考
え
だ
。

要
求
の
ば
ら
つ
き
が
課
題
に
／

金
属
労
協

自
動
車
、
電
機
な
ど
の
産
別
で
つ
く
る
金

属
労
協
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ
Ｃ
）
も
五
月
二
四
日

に
中
間
ま
と
め
を
確
認
。
定
昇
相
当
部
分
以

外
の
賃
金
改
善
要
求
を
行
い
獲
得
し
た
組
合

が
、
九
七
一
組
合
と
五
六
・
〇
％
を
占
め
、

昨
年
同
時
期
の
獲
得
組
合
数
か
ら
四
組
合
増

加
し
、
獲
得
組
合
比
率
も
六
・
三
ポ
イ
ン
ト

上
回
っ
た
。
こ
の
た
め
、「
経
営
を
交
渉
の
テ

ー
ブ
ル
に
乗
せ
、
二
年
連
続
で
賃
金
改
善
を

獲
得
す
る
成
果
を
生
み
出
し
た
」
と
評
価
す

る
一
方
、
要
求
方
式
の
違
い
や
賃
金
制
度
の

多
様
化
な
ど
に
よ
る
相
互
比
較
の
困
難
さ
が

生
じ
て
お
り
、「
そ
の
こ
と
が
共
闘
効
果
を
高

め
る
上
で
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
」
と
分
析

し
て
い
る
。

職
種
別
要
求
の
進
化
を
／
電
機
連
合

電
機
連
合
（
中
村
正
武
委
員
長
）
は
七
月

初
め
の
定
期
大
会
で
、
今
季
闘
争
の
「
評
価

と
課
題
」を
確
認
し
た
。「
中
闘
組
合（
大
手
労

組
）
の
大
半
が
実
質
的
に
一
〇
〇
〇
円
に
相

当
す
る
賃
金
改
善
を
は
か
れ
た
こ
と
は
評
価

で
き
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
職
種
別
賃
金
要

求
方
式
の
あ
り
方
な
ど
の
課
題
を
あ
げ
、「
検

討
を
加
速
さ
せ
る
」
考
え
を
示
し
て
い
る
。

電
機
連
合
の
大
手
労
組
は
、
〇
七
年
春
闘

か
ら
職
種
別
賃
金
要
求
方
式
に
移
行
。
開
発

設
計
職
（
三
〇
歳
相
当
）
と
製
品
組
立
職
（
三

五
歳
相
当
）
か
ら
各
単
組
が
職
種
を
選
択
し

て
、
そ
の
代
表
ポ
イ
ン
ト
と
絶
対
額
を
決
め

る
と
と
も
に
、
統
一
要
求
で
あ
る
一
人
あ
た

り
月
額
二
〇
〇
〇
円
以
上
の
賃
金
水
準
の
改

善
を
要
求
し
た
。
ま
た
、
改
善
の
引
き
上
げ

幅
に
加
え
、
開
発
設
計
職
で
三
一
万
円
な
ど

の
到
達
目
標
水
準
も
設
定
し
た
。

回
答
日
の
二
日
前
に
は
、
月
例
賃
金
に
つ

い
て
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
回
避
す
る
基
準
と
な

る
歯
止
め
を
「
水
準
改
善
額
五
〇
〇
円
」
と

し
、
賃
金
制
度
の
補
正
や
賃
金
カ
ー
ブ
の
是

ト
ピ
ッ
ク
ス

〇
七
春
闘

各
組
合
が
結
果
を
総
括―

来
季
交
渉
の
課
題
は
？
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正
な
ど
と
い
っ
た
「
賃
金
体
系
是
正
分
等
」

を
含
め
て
一
〇
〇
〇
円
を
確
保
す
る
方
針
に

切
り
替
え
た
。
さ
ら
に
、
目
標
水
準
を
相
当

程
度
上
回
っ
て
い
る
組
合
に
は
、
賃
金
体
系

是
正
分
に
よ
る
一
〇
〇
〇
円
の
回
答
も
容
認

す
る
う
え
、
ス
ト
回
避
基
準
も
賃
金
体
系
是

正
分
五
〇
〇
円
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

中
村
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
回
答
内
容

に
つ
い
て
は
、
中
闘
組
合
の
大
半
が
実
質
的

に
一
〇
〇
〇
円
相
当
の
賃
金
改
善
を
は
か
る

こ
と
が
で
き
、
賃
金
の
市
場
価
値
や
賃
金
決

定
に
お
け
る
相
場
性
な
ど
、『
賃
金
の
社
会

性
』
と
い
う
観
点
か
ら
も
評
価
で
き
る
」
な

ど
と
強
調
し
つ
つ
も
、
そ
の
一
方
で
、「
闘
争

終
盤
に
お
け
る
戦
術
転
換
は
、
拡
大
中
闘
組

合
や
地
闘
組
合
（
中
堅
・
中
小
労
組
）
に
と

っ
て
わ
か
り
づ
ら
い
面
が
あ
っ
た
こ
と
も
否

め
ず
今
後
の
課
題
と
し
て
残
っ
た
」
な
ど
と

指
摘
。「
職
種
別
賃
金
要
求
方
式
の
進
化
や

統
一
闘
争
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
組
織
内
論

議
を
深
め
て
い
く
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

「
評
価
と
課
題
」
を
み
る
と
、
先
述
の
二

銘
柄
か
ら
の
選
択
（
エ
ン
ト
リ
ー
）
制
に
つ

い
て
は
、
大
手
一
六
組
合
の
う
ち
一
二
組
合

が
開
発
設
計
職
を
選
択
す
る
な
ど
偏
り
が
あ

る
。
代
表
銘
柄
も
大
手
の
実
態
を
踏
ま
え
た

レ
ベ
ル
に
し
て
お
り
、
製
品
組
立
職
の
多
い

中
堅
・
中
小
労
組
と
の
実
態
の
乖
離
は
否
め

な
い
。

ま
た
、
ヤ
マ
場
で
賃
金
改
善
の
要
素
と
し

た「
賃
金
体
系
是
正
分
等
」に
関
し
て
は
、「
例

え
ば
、
賃
金
体
系
の
歪
み
を
補
正
す
る
是
正
、

補
正
原
資
や
家
族
手
当
（
家
族
手
当
に
相
当

す
る
手
当
も
含
む
）
等
で
、
こ
の
よ
う
に
位

置
づ
け
る
こ
と
で
実
質
的
な
賃
金
原
資
の
投

入
を
引
き
出
し
、
そ
れ
が
賃
金
改
善
相
場
の

形
成
に
つ
な
が
っ
た
」
と
評
価
す
る
こ
と
で

「
賃
金
改
善
＝
何
で
も
あ
り
」
で
は
な
く
、

賃
金
項
目
の
一
定
の
範
囲
内
に
収
め
る
べ
き

と
の
考
え
を
示
し
た
形
だ
。

分
配
是
正
で
役
割
／
自
動
車
総
連

自
動
車
総
連
（
加
藤
裕
治
会
長
）
は
六
月

一
八
日
の
中
央
生
活
闘
争
委
員
会
で
、「
二
〇

〇
七
年
総
合
生
活
改
善
の
成
果
と
課
題
」
を

確
認
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
〇
七
春
闘
で

は
加
盟
組
合
の
八
割
近
い
九
〇
八
組
合
が
賃

金
改
善
分
を
要
求
。
六
月
一
五
日
時
点
の
賃

金
改
善
獲
得
組
合
は
四
二
五
組
合
と
、
昨
年

の
最
終
的
な
獲
得
数
と
並
ん
だ
格
好
と
な
っ

た
。
獲
得
水
準
は
、
賃
金
改
善
要
求
組
合
で

前
年
比
一
七
六
円
増
、
総
額
要
求
組
合
で
も

同
六
一
円
増
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
時

金
も
総
連
全
体
で
昨
年
の
獲
得
水
準
を
上
回

っ
た
。

こ
う
し
た
結
果
に
つ
い
て
同
総
連
本
部
は
、

「
賃
金
改
善
の
流
れ
を
着
実
に
つ
く
り
出
し
、

立
ち
遅
れ
て
い
た
労
働
者
側
へ
の
分
配
の
是

正
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
」「
賃
金
実
態

の
把
握
や
賃
金
制
度
上
の
課
題
を
踏
ま
え
て

賃
金
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
月
例
賃
金

の
重
要
性
の
再
認
識
は
も
と
よ
り
、
自
社
賃

金
に
つ
い
て
労
使
が
議
論
を
深
め
た
」
な
ど

と
そ
の
成
果
を
強
調
。
一
方
で
、「
賃
金
改
善

分
の
獲
得
組
合
が
全
体
の
三
割
強
に
留
ま
っ

た
こ
と
や
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
が
確
保
で

き
な
い
組
合
も
あ
る
こ
と
、
一
時
金
の
獲
得

水
準
の
二
極
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を

踏
ま
え
れ
ば
、
産
業
内
の
格
差
是
正
が
進
ん

だ
と
は
言
い
難
い
」
と
指
摘
し
た
。

マ
ク
ロ
の
配
分
是
正
は
不
十
分
／

Ｊ
Ａ
Ｍ

中
堅
・
中
小
の
金
属
関
係
労
組
を
多
く
組

織
す
る
Ｊ
Ａ
Ｍ
（
小
出
幸
男
会
長
）
は
五
月

末
に
開
い
た
拡
大
中
央
執
行
委
員
会
で
〇
七

闘
争
の
「
中
間
総
括
」
を
確
認
し
た
。「
昨

年
を
上
回
る
賃
金
改
善
分
の
獲
得
と
い
う
成

果
を
あ
げ
て
き
た
」
と
す
る
半
面
、『
マ
ク
ロ

の
配
分
是
正
』
で
は
、「
大
き
く
全
体
を
み
れ

ば
、
そ
の
成
果
は
ま
だ
不
十
分
だ
」
な
ど
と

指
摘
し
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
①
影
響
力
の
強
い
大

手
単
組
に
よ
る
「
上
げ
幅
」
で
の
相
場
波
及

が
困
難
に
な
る
な
か
で
の
、
中
小
労
組
の
賃

金
水
準
の
継
続
的
な
引
き
上
げ
と
未
組
織
労

働
者
へ
の
波
及
②
関
連
・
協
力
会
社
等
の
企

業
グ
ル
ー
プ
内
の
労
働
条
件
の
不
均
衡
が
あ

る
な
か
で
、
そ
こ
で
の
底
上
げ
や
是
正
に
つ

い
て
、
労
組
と
し
て
何
が
で
き
る
か
の
踏
み

込
ん
だ
検
討
が
必
要
③
企
業
再
編
が
中
小
企

業
に
も
及
ぶ
な
か
、
労
組
と
し
て
経
営
問
題

へ
の
関
わ
り
を
強
め
る
④
派
遣
労
働
者
の
正

社
員
化
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、

労
組
と
し
て
要
求
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
⑤
パ
ー
ト
労
働
者
の
処
遇
が
不
当

に
低
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
是
正
を
図

る
⑥
一
時
金
は
年
間
五
カ
月
基
準
を
基
本
に
、

四
カ
月
の
ミ
ニ
マ
ム
基
準
を
重
視
⑦
時
間
外

労
働
の
削
減
や
年
休
の
取
得
促
進
に
向
け
て

取
り
組
む
と
と
も
に
、
時
間
外
割
増
率
の
引

き
上
げ
を
検
討
す
る―

―

な
ど
の
課
題
を
列

挙
し
て
、
そ
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

同
一
単
産
内
で
も
格
差
拡
大
／
春

闘
共
闘

全
労
連
や
純
中
立
労
組
懇
な
ど
で
つ
く
る

国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
（
代
表
幹
事
・
坂
内

三
夫
全
労
連
議
長
）は
六
月
二
九
日
の
単
産
・

地
方
代
表
者
会
議
で
「
〇
七
年
春
闘
中
間
総

括
」
を
確
認
し
た
。「
要
求
組
織
や
提
出
が

十
分
に
取
り
組
め
な
い
組
合
が
増
加
傾
向
に

あ
る
一
方
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
粘
り
強

い
交
渉
で
成
果
を
勝
ち
取
る
組
合
も
あ
る
」

と
し
て
、
同
一
単
産
内
で
「
回
答
・
妥
結
の

格
差
が
表
面
化
し
て
い
る
」
こ
と
に
懸
念
を

表
明
。「
統
一
要
求
を
掲
げ
、
統
一
行
動
を

配
置
し
、
産
別
横
並
び
で
成
果
を
勝
ち
取
る

と
い
う
春
闘
の
再
構
築
、
再
活
性
化
に
向
け

た
真
剣
な
論
議
が
求
め
ら
れ
る
」
と
訴
え
て

い
る
。

登
録
し
た
八
二
二
組
合
の
う
ち
、
六
月
二

二
日
時
点
で
四
三
二
組
合
が
有
額
・
有
率
回

答
を
引
き
出
し
、
う
ち
二
八
〇
組
合
が
前
年

実
績
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
間
総

括
で
は
、「
奮
闘
ぶ
り
が
示
さ
れ
て
い
る
」
と

評
価
し
た
。

産
別
ご
と
の
妥
結
・
回
答
状
況
で
は
、
全

農
協
労
連
や
建
交
労
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
な
ど
で
前

年
実
績
を
額
・
率
と
も
に
上
回
っ
て
い
る
半

面
、
金
融
や
マ
ス
コ
ミ
関
係
、
小
規
模
製
造

業
な
ど
は
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

企
業
規
模
別
で
も
、
二
九
九
人
以
下
で
前
年

比
マ
イ
ナ
ス
の
た
め
、「
産
業
別
、
企
業
規
模

別
の
格
差
が
拡
大
し
た
」
と
分
析
。
と
く
に
、

初
任
給
の
改
善
が
報
じ
ら
れ
た
金
融
関
係
な

ど
で
、「
全
体
の
賃
金
水
準
引
き
上
げ
に
ま
で

は
影
響
し
て
い
な
い
」
こ
と
を
問
題
視
し
て
、

「
企
業
合
併
に
伴
う
賃
下
げ
や
成
果
主
義
賃

金
に
よ
る
賃
金
闘
争
の
難
し
さ
も
最
近
の
特

徴
だ
」
と
の
見
方
を
示
し
て
い
る
。

重
点
課
題
と
し
て
き
た
非
正
規
労
働
者
の

取
り
組
み
で
は
、
六
月
二
五
日
の
集
計
で
時

間
額
回
答
の
あ
っ
た
二
二
四
組
合
の
平
均
が

一
七
・
八
円
ア
ッ
プ
（
前
年
同
期
比
一
・
二

円
増
）
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
。
他
に

も
、
子
育
て
支
援
策
（
七
五
組
合
）
や
正
社

員
化
な
ど
の
雇
用
保
障
（
二
七
組
合
）、
人

員
増
（
一
八
組
合
）
と
い
っ
た
制
度
要
求
の

成
果
を
並
べ
る
傍
ら
、
時
短
要
求
は
「
停
滞

状
況
」
と
総
括
し
て
い
る
。

（
調
査･

解
析
部　

荻
野
登
、
新
井
栄
三
）


